
【市川グローカルクラブ 子ども服の回収で小学校と連携】 

 国際理解と国際支援活動を活動の柱にしている市川グローカルクラブ（IGC）。 

 昨年も実施した「届けよう、『服のチカラ』プロジェクト」を、今年は近隣の向小学校と旭町小学校と一緒に

取り組むことができました。このプロジェクトはファーストリテイリング社が主催しているもので、着なくな

った子ども服を私たちが回収し、それをファーストリテイリング社を通して UNHCR（国連難民高等弁務官

事務所）から世界の難民の子どもたちに届けられるという活動です。今年は、ウクライナから逃れた子ども

たちに送られることになっています。 

 IGCメンバーが事前に両小学校を訪問し、一緒に活動してくれる小学生たちに活動内容を説明したり、子

ども服の回収を呼びかけたりした上で、11 月 15 日(火)には向小学校で、16 日(水)，17 日(木)には旭町

小学校でそれぞれ実施いたしました。事前の告知や宣伝活動の効果もあり、朝早くから小学生たちがたく

さんの子ども服を持ってきてくれました。IGC メンバーも小学生たちと昇降口に一緒に立って回収を呼び

かける中、小学生たちのまっすぐで純粋な思いに、活動の手応えを感じる生徒も。 

 校内だけの活動にとどまらず、地域の皆さんと一緒になって活動する楽しさややりがいを感じられた活

動となりました。25 日(金)には集めた子ども服を小学生たちと一緒に仕分けの作業を行い、配送準備に

取りかかる予定です。 

 

 

 低学年の子たちも一生懸命持ってきてくれました 

 

昇降口は寒かったですが、小学生と一緒になって 

頑張っています！ 

 

 

 

 

 

向小学校のみんなと、集まった子ども服がたくさん 

入った段ボールの前で 



 

 

 

 

 

旭町小学校のみんなも笑顔で一緒に頑張って

くれました！ 

「こんなに集まるなんて！」 小学生も IGC メンバーも驚くとともに大きな達成感も感じられました 

 

 

 

 

 

 

 

子ども服を入れたスーパーの袋に書かれた 

メッセージ。 

小学生のまっすぐな思いが伝わってきます。 


